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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   こういうわけで、いつまでも残るものは信仰と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　希望と愛です。その中で一番すぐれているのは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愛です。　Ｉコリント１３：１３
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

     　　　　　　　聖霊の賜物を受ける備え　　使徒 ２：３７－４７
エルサレムは旧約の時代、新約の時代、そして今日でも世界の注目の場所です。攻撃を受けて破壊され、その上に
また町を立て、そしてまた攻撃され、またその上に建て直す、ということを繰り返してきたところです。神の子を殺すという恐ろしい陰謀を企て、十字架につけるという残酷極まりない方法で実行されました。エルサレムとは「平和の都」という意味ですが、到底平和なところとはいえない場所です。それでも、人類の救いのための神の御業が完成したところです。　
神の救いの御業は、人間が想像もつかない方法でした。人間がもたらした罪によって大混乱をもたらしたこの世界ですが、神は救いの計画を進めていました。
１．神の側の準備
神の考えと人間の考えは、正反対のように思えることが多くあります。たとえば山上の垂訓のイエス・キリストの８福の御言葉（マタイ５：３－１２）は、人間が考えていることと正反対のような表現で始まっているので、面食らいます。なぜなら人は地上に立って天国の標準を人間のものさしで量ろうとするからです。神の救いの計画と準備は神の側でなされ、預言者を通し、イエス・キリストを通して予め語られてきました。大混乱の世界と思われる中にも、神の真実は貫かれています。救われて聖霊を受け、イエス・キリストを証しする力が与えられるために、弱くてくじけ、途方にくれる人をもイエス・キリストは至れり尽くせりの方法をもって導かれました。弟子たちは主に不忠実であったけれど、罪を悔い改め、他の少数の主を待ち望む人たちと共に、主の約束を待って真剣に祈っていました。そして約束の聖霊が降りました。
　神の御業があらわされても、素直に信じ受け入れる人たちばかりでなく、かたくなに拒否する人たちが多いのは古今東西を問わず、世の常です。人は学んできた知識や、人生経験、世間の常識を土台とした人生哲学をもっています。それまで生きてきた考えを変えることはそう簡単ではありません。人々の考えを覆すような青天のへきれきというべき出来事が、ペンテコステのときの聖霊の降臨でした。物見高いのは都会ばかりでなく、田舎でも評判になります。しかしニュースが氾濫している今日は、大事件が起きると当事者にとっては一生苦しむような大変なことであっても、多くの人は、またかといってそのうち人々の記憶から遠のいていきます。ペンテコステの聖霊の降臨は、キリストの降誕、キリストの死と復活と共に人類史上の最大の出来事で、聖霊が全面的に降った事実を今も生きて働いておられる神が証明するための奇跡であって、立ち消えになるものではありません。
２．悔い改め
激しい風のような音と共に下のような炎、そして聖霊に満たされた弟子たちが習ったこともない外国語を外国人に話したことに驚いている群集を見て、ある人たちは酒に酔ってとりとめもないことを言っている、とあざ笑いました。キリストの弟子の一人であったペテロは、彼らに神の子であるナザレのイエスを不法の人の手に渡して十字架につけて殺したことを責め、「悔い改めなさい。そして、それぞれ罪を赦していただくために、イエス・キリストの名によってバプテスマを受けなさい。そうすれば、賜物として聖霊を受けるでしょう。」、といって彼らに迫りました。彼らの罪を責めているペテロも裏切り者でしたが、徹底した罪の悔い改めをし、新しく造り変えられ、聖霊に満たされて群衆に語りました。神の子メシヤの血を流した罪を示されて強く心を刺され、主を信じて受け入れる多くの人たちが起こされました。
　　
３．新約聖書の教会の特質　

聖霊は、罪を悔い改めて罪が赦され、主を信じ受け入れるものに宿り、潔めて力を与えてくださいます。教会は、イエス・キリストを生ける神の子と信じ告白する群れです。聖霊が降臨して、キリスト教会が誕生いたしました。聖霊に満たされ、力を受けた教会の特質が示されています。御言葉の学び、主に在る者同志のあたたかい喜びの交わり、礼拝と聖餐式を正しく守る、熱心に祈る、絶えず主の御業があらわれる、主を畏れる、周囲に好意をもたれる、これらの７つの特質が挙げられますが、教会のあり方について様々な意見がありますが、神の言葉に照らし合わせて点検する必要があるでしょう。
　聖霊を賜物として受け入れるためには、先ず罪を悔い改めて主を信じ受け入れ、永遠の命を与えられることです。そしてキリストの証し人として豊かに用いられるためには、内なるものを潔めていただいて、聖霊に満たされることです。神の側ではすべてのことがなされました。神は私たちの応答を期待しています。　　　　　　　　　　　＜鈴木光夫牧師＞
